京都府、水道料金見直しへ 
宇治・木津・乙訓府営３浄水場接続
京都府南部や乙訓地域の計１０市町へ給水している府営水道の３浄水場系統が来春から接続されることに向け、府は２７日、現行で約２倍の格差がある水道料金体系を見直す提言を８月をめどに取りまとめるよう、府水道懇話会に求めた。水道料金が安い宇治市などから、拙速な結論を急がないよう求める声が相次いだ。 
宇治市の久保田勇市長は「府のスケジュール案は荒っぽい。数カ月で役目を果たせるのか疑問」など料金見直しの議論に市町の意見を十分反映するよう求めた。 
木津浄水場系の京田辺市も「水道料金をどうするのかは大変な問題。作業部会で議論することはよいが、どう整合性を持たせるのか」と述べ、他の委員からもスケジュールが厳しいとの声が出た。 
府は懇話会に対し、接続後の料金に反映すべき論点として、▽耐震化など整備コスト▽３浄水場系ごとに異なる料金の今後▽市町が上水道としてくみ上げている地下水の保全と府営水道との割合－を挙げた。
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	３浄水場の接続で料金の在り方が検討される京都府営水道の現状


